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２０２５年 ２月 ３日発行
（公財）北海道農業公社

▼ 公社ＨＰ

https://www.adhokkaido.or.jp/

（第27号）

新しい年（2025年）がスタートして、早１か月が経過しました。
国の内外に多様な動きがある中、農業関係では改正食料・農業・農村基本法に基

づく新たな基本計画の策定作業など様々な検討が精力的に進められております。
今年の冬は、先月下旬に発表の３か月予報を見ても、寒気の影響を受けにくく、

気温が高く降雪量も少ないようですが、インフルエンザなど感染症の影響が続いて
おり、健康管理等に十分留意していく必要があります。

「農業公社ニュース」の第2７号をお届けいたします。

■ 令和６年度 第２回臨時理事会を開催

さる1月23日、今年度２回目の臨時理事会を当公社会議室において、開
催いたしました。

当公社では、定款に基づき「通常理事会」を年間４回、３か月ごとに開催
しているほか、例年１月に、事業計画の変更や次年度事業に係る諸手続きを
行うため「臨時理事会」を開催し、ご審議いただいております。

冒頭の小田原理事長からの挨拶では、当公社の元評議員（平成23年10月～令和２年６月、
３期約９年間）でもあられた故・有塚利宣氏（＝ＪＡ帯広かわにし組合長、十勝地
区農協組合長会会長）へのお悔やみとお礼のことばを申し上げた後、昨年の
状況を振り返るとともに、改正食料・農業・農村基本法に基づく新たな基本
計画に係る国の策定作業の状況、通常国会に向けた動き、「人と農地」の構
造施策を担う当公社における業務の計画的・継続的な推進の重要性、新たな
農地制度への円滑な移行に向けた対応状況などについてふれました。

議事については、報告事項として本年度事業の進捗及び収支見通しなど２
件、決議事項として令和７年度事業計画大綱など４件、その他１件であり、
いずれも原案どおり承認されました。

農業公社
ニュース

https://www.adhokkaido.or.jp/
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▲ 第２回臨時理事会の様子

【総務部】

■ 先輩就農者のリアルをオンライン配信で！

～ オンラインセミナー「北海道で新規就農しました」を開催 ～

道内で新規就農した先輩就農者の体験談を、ウエブ上でどこにいても直接
聞くことができるオンラインセミナーをさる1月18日（土）に開催しまし
た。

講師をお願いしたのは、音威子府村に放牧酪農で就農した名 徳知記さん、
みようとく

鷹栖町に第三者継承でキュウリ農家を開始した川内貴史さん、北広島市にト
マト・アスパラガス・長ネギのハウス園芸農家で就農した柴田豊大さんの３
名。司会（進行）は、自らも就農してアナウンサーとの二刀流を営む（柴田

さんの配偶者の）太細真弥さんです。
だ さ い

当公社会議室をスタジオに、柴田さん夫妻がリアルで出演し、名徳さんと
川内さんは自宅からオンラインでの出席です。申込みのあった50名のオン
ライン参加者も順調にエントリーし、セミナーが始まりました。

名徳さん、川内さん、柴田さんから、それぞれ具体的なエピソードや実体
験に裏打ちされたアドバイス満載の講話をいただき、進行の太細さんは、経
験談を交えたプロの司会で場を盛り上げ、参加者からもチャットでの質問が
相次ぐなど、予定時間はあっという間に終了しました。

先輩就農者も参加者も移動を伴わず、手軽に参加できるオンラインセミナ
ーは、特に冬場には有効なイベントです。一方で、対面には対面の良さがあ
りますので、今後、それらを併用しながら先輩の話を聞く機会を確保してま
いりたいと思います。

講師と司会の４名の方々、参加者の皆さま、ありがとうございました！
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▲ 参加者もエントリー ▲ 講師との打合せ

▲ スタジオの様子（当公社会議室）

【担い手支援部】

■ 農業をはじめるための相談会です

～ 「北海道新規就農フェア」を３／８（土）に開催！ ～

農業を始めたい方、地方で暮らしたい方、各地の情報がワンストップで集
められる「北海道新規就農フェア」を来たる３月８日（土）、ホテルポール
スター札幌２Ｆで開催します。

今回は全道５５地域がブース出展し、地域の魅力や支援策など豊富な情報
をもとに、親身になって相談に対応します。
もちろん当公社も「なんでも相談ブース」を出展し、全力でサポートしま

す。
予約不要、出入り自由です。お気軽にお越しください！

【担い手支援部】
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■ 現在、準備を進めています！

～ 新たな農地制度への円滑な移行に向けた準備状況 ～

本年４月から本格的にスタートする新たな農地制度への円滑な移行に向
けて、現在、当公社では次のような準備を鋭意進めています。

事務処理の効率化・簡素化

▶ 公社内事務の一部（農地中間管理事業に係る促進計画の事務決裁）
の決裁権限を本所から支所へ移譲予定

▶ 要件確認チェックリストの活用等による提出書類の削減及び事務
の定型化

▶ 農地売買等事業における所有権移転登記申請事務を司法書士協会
に委託する方向で協議中

▶ 農地中間管理事業及び農地売買等事業におけるシステムを活用し
た事務処理の軽減

▶ 制度改正の概要や新たな事務手続きフロー、想定問答等を盛り込
んだ「農地中間管理機構事業事務処理マニュアル(仮称)」を作成中

【参 考】
道は地域計画策定予定の172市町村に対して、促進計画の認可

権限を移譲する予定
（令和６年４月移譲済み：108市町村、令和７年４月移譲予定：64市町村）

【農用地部】



- 5 -

■ 冬の「労働安全」・「交通安全」に取組中

牧草地や耕作地などの開発整備で使用した農業開発機械は、冬期間に当公
社機械センターで点検・整備するため、冬期整備期間中の「労働安全」に取
り組んでいます。

また、北海道警察の交通安全情報を当公社内掲示板に掲載して、冬の「交
通安全」にも努めています。

【統括労働安全衛生委員会】
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